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今日の 運動場は, 校舎を校地の 一 隅に 寄せ て ま でも, 広く設けられ て お り, しか も必ず
平担で, そ の 中心部に障害となるも の がなく, ま っ た く無味乾燥な状態が定着して い るo
わ が 国に お い て, こ の よ う な運動場が作られるよう にな っ た の は, 明治期から の こ と で あ
り, 法令と して 定められ た の は, 明治24年 4月 に制定された r小学校設備準則Jく6 二pp. 85
- 871 か ら であ っ た . r小学校設備準則J は, 明治23年の F改正J l学校令A の実施に ともな
っ て出された細則の 一 つ で あるが, そ れ の 持 つ 意味は, 中央官庁である文部省か ら出され
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た点 に あ っ た o つ ま り, 全国 一 律 の規準を示 し, 市町村に それ を遵守する責任を負わせた
こ の 法令は, 学校建築 の 面 で最初の 国家統制力 を持 っ て い た の である く2
.
. p p. 131 -
132l. 以後, 上記 の よう な運動場設置に関す る規準は, 2度 の改正 を経て , 再改正 である
明治32年7月の r小学校設備準則 J く7 ニp p. 25- 281 に よ っ て , ほ ぼ今日的に 整備さ れた
と み られて い る o
と こ ろ で, 明治24年以前の学校建築に 関する法令は, 地方官庁で ある庁県が , 土地の 実
情を掛酌し頒布 して い たo そ の ため, 各府県ごと の 学校建築規則は, 実情 に即 して い た も
の の , 質的 に は地方に よる差 を生じさせ て い た の で ある o こ れ は, そ の 後 の文部省か ら漸
次制定された法令に基づき設けられ た各府県の 学校建築規則の細部に つ い て も同様であり,
運動場設置規準に お い て も伺える ことであ っ た o 文部省は, 学校建築の基本的な事項に つ
い て規定したが , 細部 にわた っ て は, 地方自治体で規定するよう任して い た か ら である o
か か る運動場設置規準の地方に よる差は, 文部省と各府県か ら出された
一 連 の学校建築
規則 を比較分析する こ と に より明ら か に されるのだが , そ の た め に研究の 対象は, 各府県
ごと に絞り込 まれる必要があろうo 本研究に お い て, 富山県が制定 した学校建築規則に着
目した の は, 以上 の ような理由か ら である o
ま た, 全国 一 律 の学校建築規準の 中で, 運動場設置が義務付 けられ た事実は, 運動を行
う場 く運動空間l が, 国 に よ っ て 保障された こと を示しており, 施設 . 場所の 問題解決か
ら体育の 振興が計られた ことを意味して い るo したが っ て, 運動教材それ自体や近代体育
の 発展過程な どを考察す る場合, 運動場の問題は考慮される べ き課題 である と言 えようo
こ れ らの 観点に た ち, 運動場を捉 えた先行研究として, 福地豊樹 . 萩原 豊
r明治期に
お ける群馬県下の 小学校屋外運動場設置状況に 関す る史的考察J く4 ニp p. 21- 41 があげ
られ るo 福地 らは, 文部省と群馬県から出された 一 連 の 学校建築規則の 比較検討を通じて ,
文部省が示 した運動場設置規準が, どの 程度群馬県に採用された か を見て お り, あわせ て
県下小学校 にお ける運動場の 確保状況を運動場面積お よび方位の 問題に 限定して明ら か に
して い る o 従来 の運動場を扱 っ た研究の大半は, 文部省を中心とした中央に お ける学校建
築規則の検討を通 じて , 運動場設置規準の法制化の過程, ある い は規準に影響を及ぼ した
注3I
要因な どが明ら か に され てきたo しかし, 福地 ら の よう に府県 レ ベ ル での運動場 に関する
問題 を扱 っ た研究とな ると, ほ とん ど触れられ て い な い の が現状 であ っ て , こ の 点 に お い
て従来の 先行研究の あり方が問われねばな らな い と言えるo つ ま り, 運動場研究に関し て
は, 今後さ ら に地方の実情が加味されな けれ ばならな い の で ある o
そ こ で本研究 では , 文部省と富山県か ら出された 一 連 の学校建築規,BJ を取り上 げ, 若干
の検討を加える こと に し, 次の 二点を明らか に しようと思う . す なわち, そ の
一 つ は法令
によ る文部省から の 指導が行われ る以前の富山県に お ける運動場設置規準を明らか に する
こと であり, 他 の 一 つ は, 文部省か ら出された学校建築規則の 中で明記され た運動場設置
規準と富山県が頒布 した学校建築規則 を比較 し, 県の運動場設置規準が どの 程度, 文部省
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の それ に影響を受けて い た かを浮き彫り に する こと で あるo そ の 際, 特 に留意され た の は,
運動場面積とそ の方位の取 り方で あるo こ れ は, 面積が運動教材の 実施に直接関係する か
ら であり, 方位も衛生面との 絡みが考えられ る から である o


































こ のうち本論を展開するに 当た っ て は, 運動場に 関係す る諸規準を定めて おり, しかも
学校建築 r標準化J の時期 く明治5-23科 ま で に制定され た1, 2, 3, 5, 7の 各々
に つ い て検討を行う こと に した o
ま た, 明治期に おける富山県の行政領域はめまぐるしく変化 して い るが , こ こ で は
一 括
して r富山県J と記すこと に したo そ の 概略は以下の とおりであるo
明治 4年 の廃藩置県によ っ て越中国の うち新川郡の 一 部 と婦負郡, す なわち旧富山藩領
は富山県となり, 新川郡の 残りと射水 . 砺波両郡は金沢県の 一 部とな っ た . しか し, 同年
11月に な っ て , 新川 . 婦負 . 砺波の 三郡で新川県が設置され, 射水郡は, 能登国四郡と と
も に新設された七尾県に所属 した o そ し て , 翌明治5年 になると旧越中国全域 く新川 . 棉
負 . 射水 . 砺波l が新川県とな っ たが , そ れも束の 間の こと で, 明治9年に は新川県が廃
止され, そ の 全域は石川県に属す る こと にな っ た . 現在 の 行政領域で富山県の 置県が なさ
れた の は, 明治16年5月か ら の こ と で ある く5二p.3うo
I工. 学校建築 r創始J の 時期に お け る運動場設置規準
明治5年の F学制A 施行当T97, 文部省は, 学校建築の 様式に つ い て 特定な基準を示 さな
注 41
か っ たが , 明治7 - 8年 に か けて, 西洋 の施設規則を翻訳紹介して い る o そ して 明治9-
10年に なると, 小学校施設の標準化を計る大学区 く第
一 大学区8こp p.23- 26. 第 四大学区
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9ニp p. 87- 891 が現われ て お り, こ れ ら大学区の 決議に促され て か, 地方段階で学校建築
法を統 - する府県も出現して い る o 明治10年の 山梨県 く10 こp p. 135- 136l, 兵庫県 く11 こ
p p. 110- 113l, 長崎県く12ニp p. 195- 196l, 明治11年の 京都府く13二p. 134, な どがそ の 一
例 であるo なか で も , 山梨県の r学校建築ノ概略J は, 細かな運動場設置規準を定めて い
た ほか , 当時すで に運動場の 面積をも示して お り , 注目される学校建築規則で あ っ た I
r遊歩場 ハ 柵ヲ以テ之ヲ囲繰シ又其場中 ニ モ柵 ヲ設ケ男女ヲ区別ス へ シ其広サ ハ 生徒百
名 ニ ニ百坪位ノ割 二 設ケ土地ヲ平坦 ニ シ水気ヲ除去 シ樹木ヲ鮎綴及ヒ鞭曜跳躍互高低木
馬等ノ運動器械ヲ具フ へ キ位置 二 注意ス へ シ J
1l r新川 県学事取調書J く明治6年1 と r新川県公立小学校表J く明治8年1
富山県に お ける学制の 実施 は, 明治6年に始まり, そ の最初の 教育計画が同年7月に 文
部省 へ 提出され た r新川県学事取調書J く14こp p. 195- 205J で あ っ た o 当該取調書に は,
学区 . 経費 . 教則 な どが詳 しく定められ て お り, ま た県下小学校の設立当初に お ける学校
建築の様子も, 当該取調書にて伺う ことが で きたこ
r学校新築 ハ 即チ今 コ レ ヲ ナサ ス寺院ア ルイ ハ 適宜ノ屋牢等借上ク - シ . . . . -但 学校営繕
ノ 分土地 ノ情態 ニ ヨ リ有志輩募金ヲナシ新築セ ン ト帯 フ モ ノ ハ 其意 二 任 ス且 ツ 之ヲ助ケ
テ漸次説諭シ学校築造ヨ リ書器等完全ナラ ン コ トヲ期ス J
引用か ら察すると , 当時富山県では学校開設が急務 であり, 校地や校舎の 如何は開 い て
い な か っ た よう であるo さ しあたり, 小学校の大半は, 民家や寺院な どを利用した借用校
舎であ っ たと想像され るが , こ れ も後に, 就学児童数の増加とと も に , 民家 . 寺院では い
よ い よ隆狭をきた し, 校舎を新たに 築造する学校が現わ れてきて い るo こ の 点を明治8年
の r文部省第三年率RJ に掲載され て い る r新川県公立小学校表J から, 校舎 の利用状況を





















民家借用校舎と寺院借用校舎を合わせ ると, そ の比率は74.84% に達し て お り, 新築校舎
は20.49% であ っ たo 校舎 に民家および寺院が多く転用された の は, 当時全国的な風潮であ
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っ て , 小学校の 規模が , そ れ ら で賄 い得る ほどの 大きさ であ っ た こ とと, そ れが最も経費
を要さな い 手近な施設であ っ たためとされ て い る く16ニp p. 1087- 1088lo
しか し, こ こ で注目して お きた い の は, 新築校舎を含め校舎を公有して い たIJl学校が,
そ れ で も全体の約24%を占める に 至 っ て い た こ と であるo こ れ ら の小学校の大半は, 官有
注51
地の 無償提供や地元住民の 寄付な ど によ っ て , 校舎だけ で なく校地をも有して お り, そ の
中 で, い く つ か の 学校は建坪以外に ま とま っ た余地空間を確保 して い たからであるo
図 - 1 は, 明治7年4月に新築した立本小学校 く現 西砺波郡福光小学校l の新築以前
と以後の校地見取図 く17こ p . 41 である . 校地面積はお よそ678坪あり, 校舎は平屋建約
100坪であ っ た o しか も校舎が東側 によ っ て い る こ と か ら, 少なくとも450坪以上の余地空
間が確保できた こと に なろうo 問題とされる の は, こ の 空間を学校側が どの様な使 い 方を
し て い た か であるが , こ の 点 に つ い て次 に あげる回顧録は, 一 つ の 示唆を与えて くれるも
の なので触れ て お きた い く18ニ p.481こ
r1 . . . . .生徒 は七組に 分け られ てそ の 中に席長 一 人, 副席長 一 人宛居りました先生は吉田
五十穂先生 一 人 で まず七人の館長 にものを教えます. . . . ..
学校 で第 一 に 与 えられた運動器具は ブラ ン コ で した o 之が学校に使用さ れるように な
っ たわ けは, 伏木が港で多くの人が海上生酒する のだ からブラ ン コ に乗 っ て擦れ る事に
馴れて居ればやがて船に乗 っ て も酔わ な い と いう 一 つ の 訓練 でありま した . . . . . . く堀 田善
九郎IJ
引用は, 富山県で最初に開校 した伏木小学校 く明治6年2月l の 第 一 回入学生に よる回
想であるo こ こ に登場する教師吉田五十穂は, 慶応義塾の卒業生であ っ た人物で ある o ま
図 - 1 立本小学校新築以前 と以後 の 校地経過
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た, そ の 在任期間は, 明治6年2月か ら同年6月ま で であ っ た こ と か ら, 伏木小学校に ブ
ラ ン コ が設けられた の は, こ の 5 カ月間であ っ たと推測され る. こ の よう に , 運動器具の
県内導入は, 以外と早 い 時期に行われ て お り, 校地内に まとま っ た余地空間を有する学校
で は, そ こ を児童の遊び場と して利用して い た可能性が見出される の で ある .
しか し, 可能性が認められる と しても, そ れが県内に普及 して い た かは, 疑問視されね
ばならな い o 先の 集計 からも明らかなように , 大多数の小学校の 現実は, 借地 . 借用校舎
で あ っ て , 従前の寺子屋 . 私塾な どとほとん ど変わ らな い様相を呈 して お り, 遊び くこ 運
動1 を行うた め の前提 となる校地を有して い な か っ た から である. つ ま り, 可能性が見出
される学校の 存在と は, 一 部地域に お ける校地を公有 して い た学校に 限られ て い た と言わ
ね ばな らな い の であ っ た o
21 r新Jり県学規J く明治9年l と r学校建築法心得J く明治10iF, 石川県1
大多数の寺小屋 . 私塾を基盤とした小学校の現実と 一 部地域にお ける擬洋風の 新築校の
存在と いう学校施設の 二重構造的な状況下にあ っ て 県は, 明治9年4月に r新川県学規J
を制定頒布 した o 新川県学規は, 211牽か らなる法規集 であり, そ れ ま で の 県教育関係法令
の集大成をなすも の と評価され て い るo く5ニp.181l. ま た, こ の 中に は, 県下で最初の学
校建築規則と言える r学校造営之事J く第178- 188章lが所収され ており, こ こ で は, そ の
うち運動場に係わ る と思われ る第179章と第182章に つ い て引用してみた い く19ニp. 531ニ
r公立小学校 学区ノ制 二 因り設立ス ル モ ノ ノ位置 ハ 学区ノ 中央生徒通学ス ル 至便ノ地
ニ アリテ土地干燥且広潤 ニ シ テ ー . . . . 一但 シ校地 ノ広サ ハ 多寡 二 因テ之ヲ定ム例 ヘ ハ 小学校
教場四個乃至六個ナ ル トキ ハ 五百歩トス 鯨 ハ 推歩ス 可シJ く第179章I
r建築ノ法 ハ 洋館 二 擬 シ平家又 ハ ニ層欺三層欺時ノ議定. . . . . .教場 ハ ー 教場 ノ 潤サ九坪乃
至十二坪又十六坪 ニ シ テ . . . . . .J く第182章l
学現に は, 運動場に つ い て 一 言 も なか っ た o .しか し, 視点を校地に お ける校舎の 配置に
転ずると, ある 一 定 の運動場用地を確保しうる可能性が認められる . こ こ で 言う そ の可能
性と は, rノJl学校教場四個乃至 六個ナル トキ ハ 五百歩 トス 飴 ハ 推歩ス 可シ J や r建築ノ法 ハ
洋館 二 擬 シ平家又 ハ ニ層欺三層欺 . I . . . .J と い う校地面積の 設定規準お よび層楼校舎認可規
準に求められよう .
注 61
当時, 校舎 く主 に 擬 洋風1 は, そ の 地 の 文明 開化 の 象徴 で あ っ た こ と か ら く2こ p.
112I, 校地の 真申に校舎 をも っ て きた学校が多か っ た の で はな い か と思われ るo こ の推測
に, 校地面積の設定規準と層楼校舎認可規準をあて はめて考え直すと, 次 の よう に なる o
500歩く坪lの校地面積に , 4 へ 6教室を含む校舎を中央に建てた場合, その 周囲に は余
地空間が 出来上がる o しかも, 限られた校地内で は, 平屋 の 校舎を建て るよ りも, 2階 .
注 71
3階 に充当した建坪分の面積だ け広く取られる こ と に なるわ け で ある.
こ の余地空間の 使い方に 関し て は, 先述 した よう に 児童の 遊戯場に充て られ た可能性が
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見出されるが , こ の点を補足す る意味で次の 見解を記しておき た い く2 こp. 2521
r. . - . .わ が 国の学校に お い て , 最初 に とられたも の は遊び場であ っ たo 体操場な い し運
動場に性格が変化する の は後の こと である o た だ遊戯場と い っ て も空地をあてるだけ で ,
積極的に設計当初か ら予定 して遊戯場を作 っ たも の はなか っ た . . . . . ..J
さ て, 明治5年以降, 越中全体 を管轄してきた新川県は, 学規制定直後の 4月18日に 廃
止され , 石川県 へ と併合され たo その 年 の文部省年報に よれば, r越中 ハ 廃合以来日猶浅ク
該地ノ事情ヲ図リテ現今旧県既定ノ則ヲ存用セ リ.J く20こ p p.143- 1551と い う記載がみ ら
れた o つ ま り, 新川県学規 で定められ た諸規則は, 石川県 へ と併合された後も橋渡 し的に
用 い られ て い た こ と に なるが, 学校建築に 関し て言及すれば, そ の 期間は翌明治10年7月
の r学校建築法心得J く2こp p. 902- 9031まで で あ っ たo 当該建築法は, 全8条か らな る簡
単な学校建築規則であるけれ ども, そ の第3条の校地選定条件に は, 運動場に つ い て定め
た箇所があるの で記し て おき た い ニ
r位置 ハ 学区ノ 中央 ニ シ テ生徒通学ノ便ヲ得且土地高燥 ニ シ テ人家 二 密接セ ス空気ノ流
通ス ル所ヲ緊要トス
但校地ノ広狭 こ 因り余地アル 時 ハ 西北 二 樹木ヲ種 へ 而 シ テ遊歩場ヲ設ケ体操器具ヲ備
置ス ル ヲ要ス J
こ こ で も運動場は, 校舎の周囲に できる余地空間を当てる こと に より賄われ て おり, ま
た第4条の校舎建築規準で は,r校舎和洋製各適宜タル へ シ ト維 モ平家 二 建築ス ル ヲ宜 シ ト
ス最モ 人家桐密 ノ地 ニ シ テ止 ム ヲ得サ ル所 ハ ニ階 ヲ設ク ル モ妨ケナ シJ と層楼校舎 を認可
して い る. 以上 の こ とか ら, 新川県学規と同様に , 当該建築規則 でも運動場用地 を拡頚し
て確保する ことが可能で あ っ たわ け であるが , 同年 に制定された山梨県の r学校建築ノ概
略J と比較 してみる と, 平坦 な運動場地面, 水分除去法, 運動場面積の 設定と い う主 に運
動場の面に 関する規準に お い て , 少くな からず不完全なも の であ っ た と言わ ざる を得なか
っ た o
II. 学校建築 r標準化J の 時期に お ける運動場設置規準
F学制A, 折教育令A, F改正教育令A と 一 連 の教育政策が推し進められ てゆくな か で , 文
部省は, 各府県で の教育政策が 二段落した明治15年に , 全国の 学務課長 . 県立学校長ら を
同時に東京 へ 招集して r学事諮問会J く11月21 日- 12月 5 日1 を開催した. こ の会は , 改正
教育令の施行状況とそ こ で の 問題点を諮問聴取し, 合わ せ て 文部省側か らそ の 政策方針を
説明するため に開かれたも の であり, わ が国で最初の 全国的教育会議で あ っ た とされ て い
る く22ニp p. 1 - 31l.
ま た, こ の 席上 で文部省の 方針を説明するため に 配布され た資料が, い わ ゆる r文部省
注81
示諭J と呼ばれ るも の で あ っ て , 学校建築に 関して も r小学校 ノ建築J と い う項目で文部
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省の 見解が示され て い るo く22二 p p. 47- 119J. こ の r小学校 ノ建築J で は, 前文 を除き22
項目に及ぷ学校建築規準が提示され て おり, 配布後多くの府県が これら の 規準を勘案して
学校建築規則を制定 したとされ て い るo く3ニp. 269,4こp. 25lo
一 方, 石川県か らは, こ の 会議に 石橋 杢 く学務課長代理l, 内山行貫 く学務課員l, 長
尾 含 く金準師範学校長心得I らの3名が出席しており, 11月29日に 諮問事項を報告して
い る く22こp p. 35- 46l. 注目すべ きは, 出席者の 一 人 である石橋塞が, 明治16年5月の富
山県置県に際し, 石川県学務課員か ら富山県学務課員 く五等属l へ と転属し て い た こ とで
あるく23lo 先 で触れた ように , 明治16年の置県後に 出された最初の学校建築規則 は, 明治
17年 1月 に制定された r小学校舎建築心得J であり, r文部省示論J 配布後, 1年弱の時間
経過 である こ とや , そ の草案に携わる学務課員に r学事諮問会J の出席者が い た こ とな ど
を考えあわせ ると, そ の 内容は, 少なからず r小学校 ノ建築J に 影響され て い た とみなす
べ き であろうo
い r小学校舎建築心得Jく明治17年l の検討





と い う言葉が示すように , あく ま で試案の 域を脱 し得る ことはな か
っ た と想像される o しか し, 内容は全24項目か ら成立ち, 学校 の 規模に応 じた校舎の 平面
図と校舎を含めた全体の 見取図とが付されており, 当時の学校建築の様子を伺う上で貴重
な史料と言える o
表 - 1 は, そ の r小学校舎建築心得J と文部省の r小学校ノ建築J を比較する目的で作
成したもの であるが , こ れ に よると, 両建築規則とも運動場の 記載内容は地面に 関するも
の で あ っ たo r小学校 ノ建築Jにお い て提示された それ をみると, 次 の よう に定められ て い
る ニ
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
r体操場及遊戯場モ亦男女ノ区域ヲ別 ニ シ且砂等ヲ敷キ平坦 ニ シ テ且乾燥ナラ シ ム へ シ
遊戯場中夏季日光 ノ烈シ キ所 ニ ハ 落葉樹夕植 工且 ツ場中或 ハ ソ ノ近傍 二 危険 ノ場所ア
レ ハ 堅固ナ ル増垣ヲ設ク へ シ J く傍点, 引用者l
こ れら の 定め は, 運動設備の設置義務が除かれ て い るもの の , 従前 か らの 運動場設置規
準が ほぼ踏襲され て い た こ とを示すもの である く3こp. 269l. こ れ に対 し, r小学校舎建築
心得J で は, 男女 の 区域の別, 危険な場所 へ の 埼垣設置が除か れ て い た ニ
r学校 ノ周囲 ハ 埼塀或 ハ 木柵等ヲ回ラ シ . . . 敷地 ノ周囲 ハ 樹木ヲ植栽シ夏 ハ 清涼ノ気
ヲ招キ冬 ハ 風雪ヲ凌ク ニ 便 ニ ス へ シ
■ ■ + ■ ■ ■
体操場遊戯場 ハ 平坦 こ シ テ乾燥ナラ シ ム へ シ J く傍点, 引用者l
また, こ こ で注目される の は, 先のr学校建築法心得J く石川県, 明治10年lの中で , r遊
歩場J と記されて い た運動場の名称が, r体操場 J と r遊戯場J と に 並記され て い る こ と で
あるo わ が国に 導入 された西洋の 身体訓練が普及発展する ととも に, 運動場の名称は r遊
戯場J - - r体操場J 一 寸 r運動場J へ と変遷 して い くが, こ の 2 つ の 学校建築規則の 制定さ
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表 1 1 小学校 ノ建築 く文部省l と小学校舎建築心得 く宮山県J の 比較
明治15年12月 小学校 ノ 建築
条 文 条 文
1. 小学校 ノ敷地 ハ 学 区内児童ノ 通学 ニ 便 第 1項 学校 ノ敷地 ハ 児童の 通学 ニ シ テ且 ツ 高
ニ シ テ空気ノ 流通好 ク 太 陽 ノ光線 ヲ 十分
ニ 受 ケ而 シ テ喧雑不潔危険 ノ場所及卑湿
ノ土 地ヲ避 ク ル ヲ要 ス
燥静閑ナ ル 土 地ヲ 選挙 ス へ シ
1 . 敷地 ノ項広裳 ハ 現 ニ 就学 ス ル 児童 ハ 勿 第 3項 敷地 ノ形 ハ 長方形 ニ シ テ其広表ハ 児童
請 . . .校舎其他体操場遊戯場等 ヲ認ク 壱人 ニ 付凡 ソ ニ 坪半 ヲ下ラ サ ル ヘ シ但児
ル ヲ 要ス . . . 基地形 ハ 長方形 ニ シ テ児 童百人 ニ 満タ サ ル 学校 ノ 敷地 ハ 本文 ノ比
童 一 人 ニ 二 均半 ヲ 下 ラ サ サ ル ヲ 可 ト ス 例 ヨ リ殊 ニ 広キ ヲ 要ス
1
. 敷地 ノ 方位 ハ 各地 ノ 気候及衛生上 ニ 注
意シ テ定ム 減 シ ト堆 モ 大概東南若 シ ク ハ
南方 ニ 面ス ル ヲ可 トス
1. 敷地 ノ 広蒙十分ナ ル 学校 ニ 在 テ ハ 其校 第 6項 学校 ハ 可成平屋 ニ 構造ス へ シ若 シ 二 階
舎 ハ 平屋 ニ 構造 . . .敷地狭院ナル トキ ヲ設ク ル ア ル モ 幼年児童 ノ教場井 ニ 相場
ハ 二 階ヲ 設クル コ ト ア ル へ シ ハ 必ス 階下 こ 於テス へ シ
第11項 教場 ノ 窓ハ 其総面積教場ノ 平面横五分
ノ ー . . .淋面ヲ距 ル 凡三 尺五 寸 . . .
方浪 ハ 可成東南又南方 こ 於テ ス ル ヲ 要ス
1
. 体操場及遊戯場モ 亦男女 ノ 区域 ヲ 別ニ 第23項 体操場遊戯場ハ 平坦 ニ シ テ乾燥 ナ ラ シ




. 遊戯場中夏季日光 ノ 烈 シ キ所 こ ハ 落葉 第22項
第21項
敷地 ノ 周囲 ハ 樹木 ヲ植栽 シ夏 ハ 清涼 ノ
樹 ヲ 植 エ 且 ツ 場中或 ハ 其近傍 こ 危険ノ 場 気 ヲ 招キ 冬ハ 風雪 ヲ 凌 ク こ 便 ニ ス へ シ
所ア レ ハ 堅 固ナル 堵垣 ヲ設ク ヘ シ 学校 ノ 周囲 ハ 増塀或 ハ 木柵 ヲ 回 ラ シ 前
面 こ ハ 必 ス 校門ヲ 設ク ヘ シ
れ た時期は, い わ ば r遊戯場J か ら r体操場J へ と転換する過渡期に当た っ て い た と見取
れ る の で ある . こ れ は体操が, 明治12年公布の F教育令A で再び学科目中に加えられ , 14
年 の rJl学校教則綱領J に お い て 学科課程表を示 す に至 り, その 実効を持 つ よう に な っ た
ためと言われて い る く25ニp. 130
-
l. つ ま り, 正課とし て体操が課され た こと に より, 従来
息抜きの r場 J と しての 遊戯場 は, 体操場的性格が強まる結果に な っ たわ け であるo
さ て, こ の よ う に運動を実施する場が , 国 に よ っ て保障され てく ると, 次 に どの程度の
広さをそれ に 充当する かが , 問題 にされ てくる の で はな か ろうか . こ の点 に つ い て は, 2
つ の学校建築規則とも運動場その もの の 広さ に つ い て触れ て い な い が, r校地J面積及びr校
舎J に つ い て の 規準を明記 して ある の で , 先 と同様に ある 一 定 の運動場用地 を確保 しうる
可能性が認め られる o す なわ ち, r小学校 ノ建築J で は, 校地を r敷地 ノ広蒙 ハ . I . . . .校 舎其
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I
他体操場遊戯場等ヲ設ク ル こ 足 ル ヲ要 ス而 シ テ 其他形 ハ 長方形 ニ シ テ児童 一 人 二 二坪半ヲ
下ラサ ル ヲ可トス . . . . . .J く22ニp. 561 と定め, 運動場 を校地 r内J に設 ける方針をと っ て い
るo そ のうえ で校舎は, r敷地 ノ広豪十分ナ ル 学校 二 在リ テ ハ 其校舎 ハ 平屋 二 構造ス ル ヲ便
ナリ トス 敷地狭隆ナ ル トキ ハ ニ 階 ヲ設ク ル コ ト ア ル へ シ . . . . . .J く22こp. 571と層楼校舎を認
可して い るo こ の 2 つ の規準か ら谷釜は, 運動場用地の 確保が可能であ っ た こ と を r運動
場の 定型化の要因J の 中で次の ように述 べ て い る C2こ p.2701ニ
r長方形の児童 一 人当り2坪半を下らな い 広さ の校地の 一 方の 端 に沿 っ て方形状の校舎
を建て れば, 運動場用地の 形状は方形となり, 最も合理的な運動空間の確保が可能とな
るばかり でなく, 校舎 を2階建に すれ ばより広 い 運動場用地が確保される こ と に なる訳
で あるoJ
富山県の r小学校舎建築心得J の場合, 校地 r内J 運動場の 方針は条文化され て は い な
い
o しか し, 添付された見取図を見ると体操場 . 遊戯場は, 校地 r内J に設けられ て お り
く図 - l 参照I, また r校地 J の 地形及び面積の 取り方, r平屋J を原則と し, r二 階J 建を
可とする校舎構造の 点で rJl学校 ノ建築J と同様で あ っ た . け れ ども, 上述 の 谷釜が言う,
r校地 の 一 方 の端 に沿 っ て方形状の校舎を建て るJ ような積極的な運動場用地の 確保はな
され て お らず, 校舎 は依然, 校地の中央に建て られ , 運動場は校地の y3程度に 留められ て
い る . こ の こ とは , 運動場設置に際して , その 用地の確保が十分 になされ て い ない ことを
物語るが , こ の 点を解するため に当時の 体操科教授内容に つ い て 述 べ て お きた い o 明治14
年の r小学校教則綱領J 中, 体操 に関する条項は, 以下の ように 規定されて い る く26こp p.
252- 2571三
r体操, 初等科ノ初 ハ 適宜ノ遊戯ヲ以テ之 二 充テ漸次徒手運動 こ 及 フ へ シ中等科及高等
科 二 至テ ハ 兼テ器械運動ヲナサ シ ム へ シJ
当該通達を受け, 県 で は明治14年8月に r石川県小学校教則J を制定して お り, 教則中
,凄ち,
の 諸科教授要旨に よれ ば, r体操 一 初等科 二 於テ ハ , 遊戯 .徒手運動ヲ授ケ, 中等科及高等
科 二 於テ ハ 器械運動 ヲナサ シ ム へ シ . . . . . .J く14二p p. 357- 3631 と示され て い たo 以上2 つ
の 引用から明ら か な ように , 実施され て い た運動は 1 . 2年 で遊戯, 3 . 4 . 5 年 で徒手
運動, 6 . 7 . 8年 で は器械運動であ っ た とまとめられ, い ずれ の 運動もまとま っ た面積
を前提 とする教材 で はなか っ た こ とがわ かる o したが っ て , こ の 方面か ら積極的な運動場
注91
用地の確保の 必要はなく, ま た, その 要求も出る ことは なか っ た と考えられるのであるo
一 方, 規準とし て 校地 r内J 運動場の方針と校地の r絶対商標J を設定 した こ とは, そ
の まま運動場面積の 上限をも決定する結果とな っ た o し か も, そ の 広さ は日照 . 通風と い
っ た衛生面で の 配慮 を必要とする程度の も の で あ っ た と想像で き, こ こ に運動場の方位を
規定す べ き必要性が見出される . 運動場の 方位に つ い て は, 両学校建築規則 とも特に定め
て い な い が , r小学校 ノ建築Jに は次 の ような規準が掲げられて お り, 仮り に校舎と運動場
に 対する日照や通風な どを考慮に入れ たならば, 運動場は東南も しく は南方に取られる の
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注101
が最良とな っ て こ よう く3二p. 2701ニ
r敷地 ノ 方位 ハ 各地ノ気候及衛生上 二 注意シ テ定ム へ シ ト錐 モ大概東南若シタ ハ 南方 二
面 ス ル ヲ可トス J
r小学校舎建築心得J で は, 上述した校地の衛生的方位に つ い て も定められ て お らず,
ただ採光の た め の窓 の位置を r東南又南方J に取るよう指示 して い るだけであ っ た o し か
し, そ の ため に は窓の前面 にある程度の余地が必要で ある ことは言うま でもなく, 見取図
で は, そ こ を r遊園J と して確保 して ある く図 - 1参Io ま た, r体操場J は校舎の 西方に
位置して い るが , こ れ は r小学校 ノ建築J に お ける校地の衛生的方位に準拠した運動場の
取り方であ っ た o す なわ ち, こ の 規準に従 っ て運動場の 方位を割り出すと, 長方形の - 長
辺が東南に か か るよう校地を取 っ たならば, よ り広 い 余地空間は, 北東 お よび南西に取 ら
れる こと に な り, 南方の場合で は東と西に なる か ら であるo ゆえに , 見取図で の r体操場J
図 - 2 r小 学校舎建築心得Jく明治17年l 所収の r校舎建築図面J
t.Iyqt声叫 中辛サ鹿 盛 徳
5 3
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l
の 取り方は, 東南も しく は南方 でな い に しても気候 . 衛生両面の配慮にか な っ た配置であ
っ た こ と に なるわ けで ある.
2l r小学校施設規程J く明治20年l の検討
明治19年4月, F小学校創 が公布され, こ れ に より小学校は原則と して , 尋常小学校と
高等小学校とに別 けられたo 体操 は, こ の 新制度に お い て , そ の教科を随意科目 へ と改め
た ばか り で なく, 内容的にも14年の r小学校教則綱領 J のような唆味な態度は取らず, よ
り充実 した教科 へ と発展させ て い たく1二 p p. 25l. すなわち, 明治19年5月に発せ られた
r学
科及其樫 軌 に は, 唱歌と合わせ て尋常小学校 で 6時間, 高等小学校 では週5時間の 授業
時間が割り当てられて おり, 教科内容も, r体操 ハ 幼年ノ児童 こ ハ 遊戯, 棺長 シ タ ル生徒 こ
ハ 軽体操 , 男児 ニ ハ 隊列運動ヲ交フJ く6ニp p. 38
- 41I と規定 して い るo
一 方, 小学校令を受けた富山県で は, 県内の実情に即応した細則 を編成する必要に 迫ら
れた . r小学校施設規程J く県連第9 9号27こp p. 40 - 531も明治20年2月の制定頒布である
こ と か ら, そ の 一 つ であ っ た わ け であるが , 表 - 2 に示すように , 各規準 は先の
r小学校
舎建築心得 J と大差の な い もの であ っ たo た だ, その 中で校地
r札 運動場の 方針を条文
化 した こ とは, 評価 され て よ い補足であろうこ
r敷地ノ広菱 ハ 就学児童 ノ数 二 応 シ校舎其他運動場遊戯場等ヲ設ク ル こ 足 ヲ要ス其地形
ハ 長方形 こ シ テ児童 一 人 二 付 二坪半ヲ下ラサ ル へ シJ
次 に注目され る の は, 本規程の第1 4項に屋内運動施設の設置とそ の構造 を詳細な規準
で示 した点にある. こ れ は, 本題 か ら外れる内容 であるが, 明治20年の 時期に規準化され
て い た こ と を考えると, 記す べ き事柄と言える の で触れておきた い ニ
r体操場 く体操ヲ教 ユ ル学校ヲ云 フI J l可成別棟又 ハ 校舎内 二 設ク へ シ而 シ テ其構造 ハ
周囲窓ヲ穿チテ空気ノ流通ヲ好クシ且場内 二 器械架 ヲ設ケ体操用具ヲ列ス ル ノ準備ヲナ
サ ス ヘ シ 尤モ 淋ヲ設ク ル トキ ハ 林板 ハ 一 層丈夫ナ ル様注意ス ヘ シJ
文部省か ら出され た明治24年の r小学校設備準則J には, こ の 施設に つ い て 述 べ られた
箇所はなく, 28年 の r学校建築図説明及設計大要J に お い て 初めて,
r校舎 ノ敷地 ハ 生徒 一
人 二 付 二坪以上ナル へ シ但宿舎 . 食堂 . 教員住宅 . 雨中体操場 二 要ス ル敷地 ハ 本文以外ト
ス J く28ニp.51 と
tE雨中体操場
,, なる言葉が現れ てくる o し たが っ て, こ の頃か らようや
く 一 般化が始ま っ た とみられよう. し かし, そ れ に 係る具体的な説明や建築図は示されて
お らず, 規準と して条文化され たのは, 明治32年の r小学校設備準則J から で あ っ た. こ
の よう に , 富山県が 中央よりも10年以上早く, この 施設の設置を規準化できた のは, 冬期
戸外で運動 し難い寒冷地と い う気候条件が, 大きく起因 して い た と推察され ると ころ であ
る.
以上が, 本規程の 主な改正点なのであるが , 不可解なの は, 隊列運動実施に と もなう校
地お よび運動場の規準に変化が みられ な か っ た こ と であるo 上述 した と おり, 小学校令で
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秦 - 2 小 学校舎建築心得 く宮山県1 と小学校施設規程 く宮山県l の 比較
条 文 条 文
第 1項 学校 ノ敷地 ハ 児童 ノ通学 こ 便 ニ シ テ且 ツ 高燥 第 1項 敷地 ハ 児童ノ通学 ニ 便 ニ シ テ且 ツ高燥清閑ナ
清閑ナ ル 土地 ヲ選挙 ス へ シ ル 土地 ヲ選フ へ ク喧雑不潔危険 ノ場所及 ビ卑湿
の土地 ハ 避ク ル ヲ要 ス
第 2項
第 4項
学校 ノ建築ノ1..児童修業の便 ヲ主 ト シ 且ツ 素朴 第 4項 校舎 ハ 教室 く裁縫及 礼節 ヲ . . .l 職員腐生徒 御
ノ テ堅牢 ナ ル へ シ 所小便 溜両便 所等ヲ設 ク へ シ其構造 ハ 素朴 ニ シ
学校 ノ建築 ハ 教場礼節場 . . . テ 堅牢ナ ル へ シ
第3項 敷地 ノ形 ハ 長 方形 こ シ テ其項 広廉蓑 へ 児童萱 第2項 敷地 ノ広表 ハ 就学 児童ノ数 ニ 応 シ校舎其他 運
付 凡ソ ニ 坪半 ヲ下 ラ サ ル ヘ シ 但児童百人 ニ 教場遊戯場等 ヲ設ク ル ニ 足 ル ヲ要 ス其地形 ハ 長
満タ サ ル 学校 ノ敷地 ハ 本 文 ノ比 例 ヨ リ 殊 ニ 鹿キ
ヲ要 ス
方形 こ シ テ児童 一 人 ニ 付二 坪半 ヲ下 ラ サル へ シ
第3項 農業科 ヲ設 クル 学校 エ ア ツ テ ハ 敷地 ニ 接続 シ
夕 ル 場所 ニ 於テ . . .
第5項 校舎 ノ広狭 ハ 学齢 百人 ニ 付 キ凡 ソ八 十人以上 第 5項 校舎ノ幅員 ハ 現今 就学ス ル 処 ノ児童 ハ 勿論将
ノ 生徒 ヲ容ル ヘ キ . . . 来 就学 ス ヘ シ 児 童 ノ 数 ヲ モ 予 算 シ造 営 ス へ
シ . . .
第6項 学校 ハ 可成 平屋 ニ 構造 ス へ シ若 シ 二 階 ヲ設 ク 第 6項 校舎 ハ 可成平屋建二 構造 ス ヘ シ其敷地 ノ広菱
ル モ 幼 年児童 ノ教場井 ニ 相場 ハ 必 ス 階下 こ 狭マ ク シ テ二 階 ヲ設 クル コ トア ル モ幼 年児童 ノ
於 テ ス ヘ シ 教室並 ニ 生徒御所 ハ 階下 ニ 於テ設 ク ル ヲ可 ト ス
第 7項 数教場 ヲ設 ク ル 学校 ニ 在 リテ ハ 教場外 ニ 幅三 第15項 教室 数個 ヲ設 ク ル 学校 ニ 在リ テ ハ 教 室外 こ 幅
尺以上 ノ廊下 ヲ設ケ . . . 四 尺以上 ノ廊下 ヲ . . .
第8 項 - 教場 ニ 入 ル ヘ キ 児童の 数 ハ 凡 五十人 ヲ超 ニ 第 7項 一 教室く分級教室 . . .1ニ 入JL, へ キ 児童 ノ数 ナ八
ラ ス . . .児章
一 人 ニ 付 三 尺平方又天井ノ 十人 ヲ最 多ト ス其幅員 ハ 児童
一 人 ニ 付 三尺平 方
高サ ハ 低 ク 卜モ 八 尺 ヨ リ 下 ラ サ ル へ シ . . . 天井 ノ高サ ハ 低 クモ 八 尺 こ 下 ラ サ ル ヘ シ
第9項 各教場 ハ 長方形 . . . 幅 四 間長 サ 五 間 ニ 過 キ 第 8項 前項ノ 教室 ハ 長方形 ニ シ テ其長サ 大 間 ニ 過キ
サ ル ヘ シ サ ル ヲ可トス
第10項 教場 の壁 ハ 鼠色等反射 ノ 少ナ キモ ノ ヲ用ヒ且
淋面 ヨ リ三 尺五 寸 . I .
第 9項 教室 ノ壁 ハ 日光ノ射人 ス ル 所 ハ 鼠色等 . .
.
第1 1項 教場 ノ窓 ハ 其総面積教場 ノ 平面横五 分 ノ ー 以 第10項 教室 ノ窓 ハ 総面積教室 ノ平面横六 分 ノ ー 以上
度 トシ . . . 其方位 ハ 可成 東南又南方 ニ 於 ヲ度 ト シ . . . 其方位 ハ 可成東南若 ク ハ 南方 ニ
テ ス ル ヲ 要ス 於テ 教室 ノ側面 ヨ リ 光線 ヲ射入 ス ル 様 こ 設 ク -
シ . . .
第12項 教場 ハ - 教場毎 ニ 壁或 ハ . . . 間仕切 ヲナ ス 第11項 教室 ハ - 教寓毎 ニ 壁或 ハ 板戸 ヲ以 テ間仕切 ヲ
モ 亦便 ナ リ ト ス ナ ス
p t
t . シ . . .
第13項 裁縫場 ニ ハ 必 ス畳 ヲ敷 ク へ シ 礼節場 ハ . . . 第13項 裁縫場礼節場 ハ 畳 ヲ用 ヒ而シ テ
. . .
第14項 二 階 ヲ設ク ル 学校 こ 於 テ ハ 階悌 ハ 弐ケ 虞 ヲ設 第16項 二 階 ヲ設 ク ル 学校 ニ 於 テ ハ 階悌 ハ 必 ス 干 並二
ケ . . . 其横幅 ハ 四 尺以上 . . . 裏板 ヲ . . .
第15項 生徒 相場 ハ 四 周 ニ 戸棚 ヲ設 ケ幅及行厨等ヲ納
ル i ノ 便 ヲ計ル ヘ シ
第17項 生徒和所 ハ 周囲 ニ 幅及外套掛 ヲ設 ケ . . .
第16項 児童 出入口 ハ 可成 男女 ヲ別 ニ シ必 ス履物傘置
台ヲ設 ク へ シ




便 所 ハ 固 ヨ リ 男女 ヲ別 ニ シ 生徒 百人 ニ 付キ 凡 第19項
第20項
第21項
便所 ハ 固 ヨ リ男女 ヲ別 ニ シ 生徒百人 こ 付凡三
以上設 ク ヘ シ 箇以 上設 ク ヘ シ
一
ノ位置 ハ 可成校 舎 ヲ離 レ 北 ノ方 ニ 於 テ之 ヲ 便所 ノ位置
ハ 可成校舎 ヲ離 レ 且北方 こ 於 テ之
ス ヘ シ . . . ヲ造営 ス へ シ
便所 ノ周囲 こ ハ 必ス 常緑樹 ヲ植 - . . . 便 所の 周囲 ニ ハ 必 ス 常緑樹 ヲ植 - . . .
第20項 学校 こ ハ 生徒出入口 ノ外必必 ス玄関 ヲ設 ク -
ン
ノ . I .
第22項 生徒出入口 ノ外玄関 ヲ設ク ル ヲ 要ス
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第21項 学校 ノ周囲 ハ 堵塀 或 ハ 木櫛等 ヲ . . . 校門 ヲ
設ク
第23項 学校 ノ 周囲 ハ 増塀
. . .
第22珂 敷地 ニ 周囲 - 樹木 ヲ植栽 シ 夏 ハ 清涼 ノ気 ヲ招
キ 冬 ハ 風雪 ヲ凌 ク こ 便 ニ ス ヘ シ
第2 4項 敷地 ノ 周囲 ニ ハ 常緑 樹 ヲ植 へ 夏 ハ . . .
第23項 体操場遊戯 場 ハ 平坦 ニ シ テ乾燥 ナ ラ シ ム へ シ 第25項 運動場遊 戯場
ハ 平坦 ニ シ テ且乾燥 ナ ラ シ ム へ
シ而 シテ近 傍 ニ 危険 ノ場所 ア ル ト キハ 必 ス堅牢
ナ ル 堵垣 ヲ設 ク ヘ シ
第12項 教 室 ノ窓及板戸 ハ 其開閉 ヲ便 ニ シ空 気ノ流通
ヲ便 ニ シ寒風 ノ侵入 ヲ防 ク等環 テ 衛生上 ニ 注意
セ ン コ トヲ要 ス
第14条 体 操場 く体操 ヲ教 エ ル 学校 ヲ云 7l ハ 可成 別
棟又 ハ 校舎内 ニ 設 ク へ シ而 シ テ其 構造 ハ 周囲窓
ヲ穿チ テ空気 ノ流通 ヲ好 ク シ且場 内 こ 器械 架を
設ケ 体操用具 ヲ列 ス ル ノ準備 ヲナ ス へ シ尤モ 淋
坂 ハ 一 層丈夫 ナ ル 様 注意ス ヘ シ
第24項 学校建築伺 書式 ヲ定ム ル 左 ノ如 シ . . . 第10条 既 ニ 設置 シ タル IJ1学校
こ シテ 新 ニ 校舎 ヲ建築
セ ン ト ス ル モ ノ ハ . . . 基キ 左 ノ書式 ニ 拠リ伺
出 へ シo
は, 新た に課した内容 に隊列運動があげられ るが , 隊列運動は, 移動運動を主体 とした教






. . 森の 兵式体操構想, 特に小学校の それ は 一 挙 に実現 したわけで はな い . 兵式体操
に はまず平坦な, か なりの面積の校庭又は屋外運動場を必要とするが , そ れを設備する
こ とは容易な こ とで はなか っ た o . . . . . .
そ こ で こ の J l学校令を受けと っ た府県当局のうちに はまず高等小学校か ら手を つ ける
措置をと っ たと こ ろがある . . . . . .o J
注11J
富山県の場合も , 引用と同様に隊列運動 くこ 兵式体操l の 実施を, まず高等小学校か ら
着手 して い た く明治19年12月1o 続 い て , 21年 4月に 県令第61号をも っ て 兵式体操と改称
し, 合わせ て 尋常小学校の課程に組み入 れ て い るく14こp p. 390 - 393,5二p p. 324 - 330lo つ
,ひ 注121
まり, 一 方で は隊列運動の 導入を初めとする体育の奨励を計り, 他方で は, 運動場の 整備
に関 して従来通りの規準を詳ずると い う措置が取られて い た の である o
こ の ように 富山県が, 教科上の必要に もか かわ らず, 施設整備の 拡充に乗り出せ なか っ
た最大の原因は, 当時の 市町村教育財政の 困窮に あ っ た ようである o こ の頃 の 富山県は,
米価が極め て 低く農家は困窮 し, 農村経済の悪化は諸物価全般の 高騰を呼んで い た. そ れ
が 尋常小学校の 授業料滞納化 を引き起 こし, 学校の推持 を危機に さら し て い た の である
く5ニp. 286lo
こ の 点の 事情をもう少 し探るた め, 富山県置県か ら改正小学校令公布 く明治16 - 23年l
まで の 公立小学校の 総数をまと めてみた の が, 表 - 3 である o こ れ に よると, 明治19年に
453校あ っ た尋常小学校が , 翌20年 には199校に 削減され て お り, さ ら に21年で は99校 に激
減 して い た ことが わ か るo ま た, 町村 の 区域を超えて広域に新設された高等小学校 でさ え
ち, 明治21年に は過半数を割 っ て い た状況で あ っ たo こ の よ う に , 教育財政難か ら廃校す
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秦 - 3 富 山県公立小学校設置状況 く明治16- 23年l
年 度 . 高 等 科 尋 常 籾 簡 易 科 食 言ナ
明治1 6 4 3 9
1 7 4 4 3
1 8 5 47
1 9 3 6 4 5 3 4 8 9
2 0 2 5 1 9 9 l 4 51 6 75
2 1 1 2 9 9
I
4 4 3 5 54
2 2 1 3 1 0 4 . 4 46 5 6 3
2 3 1 2 1 10 4 1 1 5 3 3
注J 資料lまr文部省年報J 亡明治16 - 2 3年l に よる
る学校が続発 して い た時期に あ っ て , さ ら に市町村および各小学校の財政を圧迫する運動
場用地の拡張 は, 到底考えも つ かな い 問題であ っ た とみなす べ き で あろうo
し たが っ て, r小学校施設規程J の内容は, 結果的に , 前回の r小学校舎建築心得J と大
差のな い も の であり, 3年 の 間 に生 じた不備を修正 . 補足 した学校建築規則 であ っ たと言
わざるを得な い の であるo
IV. 結語
本研究の 問題設定は, 富山県に お ける小学校運動場設置規準が, どの ような経緯をも っ
て 整備され てきた の か を, 文部省と富山県か ら出された学校建築規則の比較検討を中心と
して , 明ら か に しようとするもの であ っ た o
本研究で対象と した , 明治6年か ら23年く法令に よる文部省から の 指導が行われる以前l
まで の 間 に制定された 6例に つ い て検討した結果は, 以下の とおり で ある o
11 明治6年に, 文部省 へ提出された r新川県学取調書J で は, 県下小学校の 設立当初
の様子 が伺えた o それ に よる と, 小学校の 大半は, 民家や寺院な どを利用した借地 .
借用校舎であ っ て , 運動場を設置する の に前提となる r校地J の確保さ え でき て い な
か っ た状態であ っ たo
21 しか し, 明治8年頃 に なる と, 校地を公有す る新築校の 数が しだ い に増加し て き て
お り, そ の 中で建坪以外に まとま っ た余地空間をも つ学校や運動器具を設置して い た
学校の 存在が認められ たo こ れ ら の事例か ら, 校地内に まとま っ た余地空間を確保 で
きる小学校で は, そ こ を児童の遊戯場 く- 運動場l と し て利用し て い た可能性が見出
され たo
31 明治9年の r新川県学規J に は, 富山県で最初の 学校建築規則 で ある
r学校造営之
事J が , 所収され て い たo 内容は, 運動場に関し て 一 言も触れられ て い な か っ た が,
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l
校地面積の設定規準および層楼校舎 く2階 . 3階建l 認可規準が定められ て い た こ と
か ら, よ り広 い 余地空間 くこ 運動場用地l の 確保が , 可能 であ っ た と判断された o
41 富山県に お い て, 運動場設置規準が最初に条文化された の は, 明治10年の r学校建
築法心得J く石川県制 掛 か ら であ っ た o しか し, そ の 内容は先の r新川県学規J と変
わ りなく, ま た同年に , 他府県か ら出された運動場設置規準と比較して も , そ の記述
は少なからず不完全なもの であ っ た .
51 明治17年の r小学校舎建築心得J は, 文部省示諭に お ける r小学校 ノ建築J く明治15
年l の 内容を, ほ ぼ踏襲 した も のであ っ た と判断され たo
61 明治20年の r小学校施設規程J は, 先 の r小学校舎建築心得J と結果的に , 大差 の
な い もの であり, 3年間に生 じた不備を修正 . 補足 した程度の 内容 であ っ た. したが
っ て, 当該規程は, r小学校ノ建築Jの 内容をさ ら に踏襲 した学校建築規則であ っ た と
言える .
以上 の ように , 富山県に おける運動場設置規準の経緯は要約されようo し か し, これ ま
で の検討は, 学校建築規則の中に もり込まれ て い た運動場設置規準 に主眼 を置 いた も の で
あり, その 点 に 関する 一 地方の 大ま か な史料を示 した にすぎな い もの で あ っ た . 運動場は,
r校地 J と い う絶対面積に 大き く左右され て お り, 校舎の増改築や校地拡張に際 して, 必
ずや影響を受けざるを得な か っ た o したが っ て, こ の点 に お い て , 各小学校の事例と, そ
れ に係る地方教育財政上の問題が考慮されなけれ ばならない と言えようo
こ れ ら, 残され た問題点に つ い て は, 筆者の今後の課題と し, 別稿 に 委ね た い o
注記
注11 小学校の運動場 を, 学校建築全体の中で 捉え よう と す るな ら ば, そ の法制化の過程は , 学校建築史
の区分が適用 され ね ばな ら ない o したが っ て, 法令に よる文部省か らの 指導が行わ れ る明治24年の rJ l
学校設備準則J の 制定 を境に して, 運動場の r標準化J の 時期 く明治 5-23年1 と r定型化J の 時期
く明治24- 32年l と に 区分 され る こ と に な ろう く16ニ pp.1086- 1108lo
ま た, 本研究で は, r標準化J の 時期 をさ ら に, 教育史の時代区分に 従 っ て便宜上 ,
F学制皿 公布 の
明治5年か ら 軒数育令A 公布 の 明治12年 まで を, 学校建築 r創始J の時期と して, 別に 区分 した く2こ
p.107lo
注 2I 運動場と い う名称が定着 した の は, 明治40年以降の こ とで あ るo 明治初年 代 か ら10年代 に か け て
は, r遊園J, r遊歩場J お よ び r遊戯場J とい う名称で呼 ばれ , 20年代か ら30年代 に か けて は, r体操
場J とい う表記が 使用 され てい た く25こ pp.130- 1341o 本研究 で はそ れ らの 名称 はす べ て
r
屋外運動
場J を指して い る の で, それ を r運動場J と 略称 し, 一 括 して取 り扱 っ たo
注 31 運動場を歴史的に 考慮 した代表的な先行研究と し ては, 次の 3点が あげら れ ようo
l, 梅根 憶 I r運 動場の 歴史Jく2g1
21 青木正男 こ r運 動場の史的考察J t2ユ
31 谷釜 了正 こ r運動場の定型化 の要因Jt3ン
注41 谷釜に よれ ば, 翻訳紹介さ れ た 西洋 の 学校建築規則 と は, 次 の 文献 に よ る も の で あ っ た く3こp.
267Io
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11
r英国小学校建築規則J く明 治71
2l r学校建築及 ヒ教員 ノ事 二 米国教育日誌抄訳J 亡明治 71
31 r学校通論J く米国ウ ィ ッ カ ー ス ハ イ ム 原著 一 箕作麟祥訳 , 明 治7 年刊J
41 rJl学校新築 ノ論 二 枚乙教育書摘吾J く明 治8 年J
注5 I 校舎利用 に 関 して 文部省は, 明 治6年 に 廃藩後の 陣屋 .官有土 蔵な どを無償 で 払い 下げる よ う指令
し, 明治 7 年 に は, 太政官達で官有地な どが あれ ば小 学校 へ 五 首 歩以 内の 敷地 は無償捷供す る よう指
示 し て い る o
富山県 で , この 指示 に よ り校地校舎を得た学校は, 現在の 出町 く砺 波市い 福光 . 岩瀬 . 井波 . 福
野 . 石動 . 大町 く魚津1 小学校等 で あ る く30ニ p.327lo
控 61 富山県で は, 同 じ擬洋風の 学校 を建築す る に も種々の 思惑が働 い て い たよ うで あ る く31ニpp. 90-
91lo
r . . . 永遠保護 ノ学資 ヲ横 マ ス ー 時 ノ観美ヲ粧 フ カ如 シ ト雄モ 該地文化開ケ ス , 此 ヲ以 テ人 ノ 耳
目 ヲ ー 新 シ 永世不 朽 二 存 ス ル ヲ示 ス ニ 非 レ ハ , 従来学校 ノ 設ケナ キ ヲ以 テ人 皆習字 二 安着 シ曽テ 向学
ノ 気ヲ暢達 ス ル 能 ハ ス J
注7I こ の 点に 関して 谷釜 は, 第 一 大学区と第四大学区の 教育議会に お い て , 決議され た学校建築規程 に
も り込 ま れ て い る 層楼校舎認可規準を使 っ て, 論理 の 展開を行 っ て い る く3こp. 268lo
注 81 本論で 述 べ たよ う に , r文部省示 諭J とは, 明治15年11月21日か ら12月 5 日に か けて文部省が開催
した r学事諮問会J の 席上 で 配布 され た 資料の こと で あるo したが っ て , そ の資料的意義は r学事畜
間会J の 持 つ 歴史的意義と r文部省示諭J の 内容と に 求められ ね ばな らな い o こ の 間題 に つ い て は,
佐藤秀大著 こ r1882く明治151 年の学事諮問会と F文部省示諭皿 と に 関す る研究J 例の 中で 扱わ れ て
い る の で 参照 され た い o
注91 谷 釜 は, 当時の よう に r体操J に 対 して十分な理解 を示 し得な か っ た段階で は, 校地 面積規準 をみ
たす学校用地の確保を市町村教育財政に 期 待 し得た と して も ,運動場用地確保の論理 は 十分 に運 動場
設置に 際 して適応さ れ てい な か っ たと 述べ てい る く3こp. 270l.
注101 運動場の 方位 に 関 して は, 明 治25年に 文部省か ら ださ れ たr小 学校建築図案Jに お い て初 め て, r体
操場 ハ 其位置 ヲ成 ル へ ク敷地 ノ 南 二 殻クJ く32こ 備考1 と定めら れ, さ ら に28 年の r学校建築図説明
及設計大要J に , r体操場 ハ 成ル へ ク敷地ノ 南方又 ハ 東方 ノ位置ヲ通ム へ シJ く28ニ総説1と示 さ れ て
い た o
注11 文部省は, r隊列運動J を明 治21年 1 月 の省令第2号をも っ て , r兵式体操J と改称して い る く6ニ
p.44lo
注121 富山県で は, 体育の 奨励策 と して兵式体操採用 と表裏の 関係 に あ っ た 洋服着用 に つ い て定め て お
り, そ の 主 意文に は, 明 ら か に 兵式体操実施の ため に , 洋月艮の 改良が必 要で ある こ とが述 べ られ て い
た く明治20年 5月, 訓令第84号 , 33二p p. 589- 59り
.
,
r小学校生徒 ハ 平常椅草餅列 ノ 間ア リ テ各種 ノ学業 ヲ受ケ或 ハ 体操科 ヲ修 ム ル 等, 常 二 其衣帯 ヲ 軽
便 ニ ス ル ハ 最モ 緊要ノ 儀 二 有之 殊 二 高等小学校 二 在 リテ ハ 隊列運 動 ヲ 課ス へ キ規則 ナ レ ハ 従来 ノ 如
ク長袖和袴 ニ チ ハ 到底其 ノ 業 ヲ修ム ル コ トノ 止 ム ヘ カ ラサ ル ノ 時機 二 際会 セ リ. . I . l lJ
ま た, こ の 頃か ら兵式体操奨励 の た めに , 大規模な r体操競励試業会J や r比 較試験会J なる もの
が 実施さ れ て い る . 一 例と して, 次の 記事 をあ げ て お きた い く14 こp. 4291こ
r明治20年6月兵式体操奨励 ノ 為メ富山地方IJl学生 徒三 千三 百 二 十七 人 ヲ 師範学校二 招集シ 神通 河
原 二 於 テ大 二 体操競励試業会 ヲ施行 シ優等ノ モ ノ 三 - 八十八 人 こ 対 シ 県庁 ヨ リ各賞品 ヲ附興 シ タ リJ
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付 記
この 研究 を行う に 当 っ て, く鮒 富山県教育記念館資料部の方々 お よび 本学教育学部 掛1ほ之助教授よ
り 資料の面で貴重な御教示 を賜 っ た こ と を記 し, こ こ に 深 く謝意を表 し ますo
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